
 
◎イスラエルのネタニヤフ首相が米議会で演説	
 強硬姿勢貫く	
 

	
 【CNN, 05/25/2011】訪米中のイスラエルのネタニヤフ首相は２４日、米連邦議会の上下両院合

同会議で演説した。パレスチナとの「歴史的和平」の達成に向け「苦しい譲歩」にも応じる用意が

あると述べる一方、オバマ米大統領が示す境界案を改めて拒否した。 
	
 オバマ大統領は、イスラエルとパレスチナ国家の境界を１９６７年の第３次中東戦争以前に戻し、

これを土台として土地交換へ向けた交渉を進める案を提示している。これに対してネタニヤフ首相

は、将来のパレスチナ国家の範囲について「寛大」な立場を取ると述べる一方、ヨルダン川西岸の

大規模入植地はイスラエルの安全保障上、保持する必要があると主張した。 

	
 ネタニヤフ首相はまた、パレスチナ難民の「帰還権」やエルサレム分割は認めないとの立場を改

めて示し、パレスチナはイスラエルの生存権を認めるべきだと主張した。 
	
 さらに、イスラム原理主義組織ハマスとの交渉には応じないと明言。パレスチナ側が求める９月

の国連総会での「国家承認」はあり得ないと言い切った。 
	
 演説の途中で「パレスチナ人に平等な権利を」と叫ぶ女性が乱入したが、警官が退去させ、演説

は間もなく再開した。 

 
【キーワード】 
パレスチナ問題、二国家共存、イスラエルの生存権、ハマス、入植地（ヨルダン川西岸） 

 
【参考文献】 
臼杵 陽『イスラエル』岩波書店、2009

年（岩波新書 1182）。 

 
右地図は Wikipedia「パレスチナ問題」

より。 
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キリスト教の拡大

Overview
• 教義の形成
• コンステンティヌス体制
• 十字軍
• 宗教改革
• 教派の分裂
• エキュメニカル運動
• ホロコースト

教義の形成（4-5世紀）
• イエスの神性と人性

• カルケドン公会議（451）において、イエスは「真の神であり、真の
人」とされた（両性説）。単性論者（神性を強調）は異端とされた
（→コプト教会、エチオピア教会、アルメニア教会）。

• エフェソス公会議（431、テオトコス論争）では、イエスの人性を強
調したネストリウス派も異端とされた。ネストリウス派は後にイス
ラームに影響を与える（→アッシリア教会、景経）。

• 三位一体

• 5世紀に、父なる神、子なる神、聖霊なる神は、独立した存在（ペル
ソナ）でありながら一つの本質であるという三位一体論が確立した。

• 三位一体論は、ユダヤ教やイスラム教からは唯一神信仰からの逸脱と
見られる。

コンスタンティヌス体制
•絶対平和主義（pacifism）から正戦論
（just war theory）へ

•コンスタンティヌス体制（313年、ミ
ラノ勅令）以降、絶対平和主義の考え
方は、徐々に主流から傍流へと移行し
ていく（392年、テオドシウス1世によ
りキリスト教は国教に）。

十字軍
• 1095～1270年、8回の遠征
• ウルバヌス二世のクレルモン会議での演説（1095
年）「かくて互いの間に平和を保つことを約したおん
身らは、東方の兄弟たち、神に背く呪われた種族の脅
威にさらされている兄弟たちを、救う義務を負うてい
るのである」。

• ウルバヌス二世による十字軍の呼びかけには、異教徒
によって「汚染」された聖地を「浄化」しなければな
らない、という主張があった。また、人々の間には世
界の終末が近い、という期待があった。

十字軍の影響史
• 十字軍以降、イスラームはキリスト教にとって
大きな脅威と見なされた。こうした考え方は、
後の時代にまで形を変えて引き継がれ、今日の
イスラム嫌悪感情の一部になっている。

• ビン・ラディン等、イスラム過激派からは、ア
メリカの中東進出（湾岸戦争、イラク戦争）が
「十字軍」と見なされ、それに対し「ジハー
ド」が呼びかけられてきた。
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十字軍と反ユダヤ主義
•十字軍の拡大は、ユダヤ人に対する暴
力にもつながった。フランスやドイツ
の一部では、ユダヤ人に対する略奪が
行われた。

•エルサレムを支配していたムスリムが
「遠い」異教徒であるのに対し、ユダ
ヤ人は「近い」異教徒と見なされた。

宗教改革（1517）
聖書のみ

信仰のみ

万人祭司
ローマ・カトリック教会
（ヴァチカン）

教皇が出す諸文書ではなく
聖書のみを基礎とする。

カトリックが推奨する行い
（たとえば免罪符の購入）
によってではなく、信仰に
よってのみ、神の前で義と
される。

カトリックの階級制度に依
存することなく、万人が神
の前で平等に祈り、奉仕す
ることができる。

教派の分裂
• 原理主義（Fundamentalism）の起源（原型）と
しての宗教改革

• 三十年戦争を「宗教戦争」として単純化することは
できないが、カトリックとプロテスタントの対立が
背景にあることは間違いない（教派対立）。

• プロテスタント内部における教派形成
• ルター派（ルーテル）教会、改革派教会・長老派
教会、会衆派教会、バプテスト教会、メソジスト
教会、等々

エキュメニカル運動
• エキュメニカル運動（教会一致運動）
• 1910年のエジンバラ世界宣教会議が起源
• 世界教会協議会（World Council of Churches）
• 1948年、オランダのアムステルダムで発足。ヨーロッ
パと北米を中心とする147の加盟教団から始まった
が、今では、110以上の国から349の教団が加盟して
いる。東方正教会は設立当初からのメンバーである
が、ローマ・カトリック教会は加盟していない。ただ
し、カトリックは様々な会議でオブザーバーとして参
加し、共同の作業に加わっている。 

ホロコースト

•ナチス・ドイツによるユダヤ人の大量殺戮。
•西洋キリスト教世界において蓄積されてきた
反ユダヤ主義が要因の一つ。

•しかし、ホロコーストを反ユダヤ感情（憎悪
感情）だけで説明することはできない。

ユダヤ性─近代的暴力
• 「近代的平等概念の攻勢を免れることが可能であるなら
ば、まずなによりも、ユダヤ人の特異性が、再度、明確化
され、文化や自己決定といった人間的な力に屈しない、新
たな土台にのせられねばならない。ハンナ・アーレントの
簡潔な一説に従えば、ユダヤ教はユダヤ性に取って代わら
れねばならなかった。「ユダヤ人はユダヤ教から逃れて改
宗の道にはしることができた。ユダヤ性には脱出路がな
い」（ジークムント・バウマン『近代とホロコースト』大
月書店、2006年、77頁）。

• 強制収容所のユダヤ人を呼ぶ隠語としてMuselmann（回
教徒＝生ける屍）が使われていた（柿本昭人『アウシュ
ヴィッツの回教徒』春秋社、2005年）。
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